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コ
ラ
ム

夕暮れの九十九里浜（千葉県九
くじゅうく

十九里
り

町
まち

）

九十九里浜は、千葉県東部の刑部岬か
ら太東崎までに及ぶ太平洋沿岸に面す
る日本最大級の砂浜海岸。全域を千葉
県立九十九里自然公園に指定されてお
り、日本の白砂青松100選、日本の渚百
選に選定されている。海岸線を指す場
合は九十九里海岸と呼ばれ、オーストラ
リアのゴールドコーストと類似した環境
で行うビーチウォークに着目し、九十九
里コーストラインとも命名されている。

写真キャプション

石
見
銀
山
の
麓
、
島
根
県
大
田
市
大
森
地
区
に
あ

る
築
２
３
2
年
の
武
家
屋
敷
を
再
生
し
た
「
暮
ら
す

宿 

他
郷
阿
部
家
」。
そ
の
入
り
口
に
は
「
納
川
」
の

二
文
字
か
ら
成
る
見
事
な
書
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

宿
の
「
竈
婆
」（
お
か
み
）
松
場
登
美
氏
に
よ
る
と
、

書
は
中
国
の
友
人
に
書
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、「
納

川
」
と
は
海
の
こ
と
だ
と
い
う
。

海
は
、異
質
な
河
を
沢
山
た
く
さ
ん
呑
み
込
ん
で
、

広
く
、
深
く
、
美
し
い
も
の
と
な
る
。
そ
の
母
な
る

海
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
が
集
い
、
語
り
あ
い
、

豊
か
な
場
で
あ
れ
。「
暮
ら
す
宿 

他
郷
阿
部
家
」
へ

の
祈
り
と
敬
愛
が
感
じ
ら
れ
る
書
で
あ
る
。

人
が
集
う
場
を
ど
う
創
る
か
。
い
ま
、
各
地
で
地

域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
多
様
な
担
い
手
が
集
い
、
地
域
の
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
対
応
を
図
る
た
め

の
場
や
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
は
大
切
だ
。

総
務
省
が
２
0
1
8
年
に
と
り
ま
と
め
た
自
治
体

戦
略
２
0
4
0
構
想
研
究
会
報
告
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
自
治
体
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ビ
ル
ダ
ー
に
な

る
必
要
が
あ
る
と
謳
う
。
行
政
単
独
で
様
々
な
地
域

課
題
に
応
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
地
域
の
多
様
な
担

い
手
、
時
に
は
外
部
の
専
門
家
や
地
元
フ
ァ
ン
な
ど

の
「
関
係
人
口
」
と
と
も
に
課
題
に
向
き
合
う
。
そ
の

た
め
の
場
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
中
国
語
で「
平

台
」
と
い
う
。
多
様
な
人
々
や
情
報
が
集
ま
る
平
ら

な
場
が
あ
り
、一
定
の
運
営
ル
ー
ル
は
あ
る
も
の
の
、

場
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
、
そ
こ
に
ど
ん
な
コ

ン
テ
ン
ツ
を
置
く
か
は
、
参
加
者
が
考
え
、
デ
ザ
イ

ン
す
る
。
だ
が
、
日
本
の
農
山
漁
村
に
お
け
る
地
域

づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、「
平
台
」
と
い
う

よ
り
も
「
納
川
」
で
は
あ
る
ま
い
か
。

情
報
通
信
技
術
は
、
時
間
や
空
間
距
離
を
超
え
た

関
係
構
築
を
可
能
に
す
る
。
農
業
や
観
光
業
に
お
い

て
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
で
高
付
加
価
値
化
を
考
え
る
時

代
で
あ
る
。
各
地
で
、
多
様
な
機
能
を
組
み
合
わ
せ

て
何
か
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
場
と
し
て
、
機
能

的
な
「
平
台
」
に
期
待
が
集
ま
る
。

だ
が
、
農
山
漁
村
に
様
々
な
人
が
往
来
し
、
情
報

が
集
積
す
る
と
す
れ
ば
、
人
々
は
何
に
惹
き
つ
け
ら

れ
、
そ
こ
に
居
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
効
率
的
な
機

能
を
有
す
る
単
な
る
「
平
台
」
で
は
な
い
。
風
土
に

根
差
し
た
地
域
の
暮
ら
し
が
あ
り
、
そ
こ
で
育
ま
れ

た
技
術
や
文
化
を
丁
寧
に
紡
ぎ
な
お
し
た
り
、
美
し

い
景
観
を
前
に
、
自
身
を
見
つ
め
直
す
。
そ
ん
な
懐

の
深
い
海
の
よ
う
な
場
が
あ
れ
ば
こ
そ
、そ
の
風
土
・

文
化
・
景
観
を
慈
し
む
多
様
な
人
々
が
集
い
、
語
ら

い
、
関
わ
り
を
持
つ
の
だ
ろ
う
。

地
域
の
風
土
や
暮
ら
し
に
対
す
る
慈
し
み
と
共
感

の
輪
を
支
え
る
機
能
的
な
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

こ
そ
、
創
造
の
源
と
呼
べ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

東
洋
大
学
国
際
学
部
国
際
地
域
学
科
教
授

沼ぬ
ま

尾お

　
波な

み

子こ

納
川

令
和
３
年
度
地
域
力
創
造
施
策
に
つ
い
て
②
～
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
～
�
�
�
�
⑵

「
み
ん
な
で
つ
く
る 

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち 

や
ま
き
た
」
の
実
現
に
向
け
て 

　

＝
神
奈
川
県
山
北
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
⑹
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政
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⑽

わ
が
人
生
に
感
謝
�
�
�
�
�
�
�
�
�
山
梨
県
町
村
会
長
・
小
菅
村
長　

舩
木　

直
美
�
⑿

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想
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１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

都
市
地
域
か
ら
過
疎
地
域
等
に
移
住
し

た
者
が
、
概
ね
１
年
以
上
３
年
以
下
の
期

間
、
地
域
協
力
活
動
を
行
い
な
が
ら
地
域

に
定
住
・
定
着
を
図
る
取
組
と
し
て
、
総

務
省
が
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
創
設

し
て
か
ら
、
本
年
で
12
年
が
経
過
し
、
令

和
２
年
度
に
は
、
１
、
０
６
５
団
体
に
お

い
て
５
、
５
６
０
名
も
の
現
役
隊
員
が
地

域
で
活
躍
し
て
い
る
（
資
料
１
）。
本
稿

で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
と
総

務
省
の
取
組
等
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
こ

と
と
し
た
い
。
な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た

る
部
分
は
私
見
で
あ
る
。

２２　　

��「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生　

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生　

総
合
戦
略
」
等
の
目
標

総
合
戦
略
」
等
の
目
標

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
初
年
度
で
あ

る
平
成
21
年
度
は
、
隊
員
数
89
人
・
取
組

団
体
数
31
団
体
で
あ
っ
た
が
、
平
成
26
年

６
月
、安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）

か
ら
、
今
後
３
年
間
で
隊
員
数
（
当
時
約

１
千
人
）
を
３
倍
に
す
る
よ
う
指
示
が
出

さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
「
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、「
平
成
28
年
に

３
千
人
、
平
成
32
年
に
４
千
人
を
め
ど
に

拡
充
」
と
の
数
値
目
標
が
明
記
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
平
成
28
年
度
に
は
活
動
し
た
隊

○制度概要︓都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、生活の拠点を移した者を、地方公共団体が「地域おこし協力隊員」として委嘱。
隊員は、一定期間、地域に居住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ等の地域おこしの支援や、農林水産業への従事、住民の生活支援などの
「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取組。
○実施主体︓地方公共団体
○活動期間︓概ね１年以上３年以下
○地方財政措置︓

◎地域おこし協力隊取組自治体に対し、概ね次に掲げる経費について、特別交付税措置
① 地域おこし協力隊員の活動に要する経費︓隊員１人あたり4７0万円上限
(報償費等2７0万円〔※〕、その他の経費(活動旅費、作業道具等の消耗品費、関係者間の調整などに要する事務的な経費、定住に向けた研修等の経費など）200万円)
※ 隊員のスキルや地理的条件等を考慮した上で、最大320万円まで支給可能とするよう弾力化することとしている（隊員１人当たり470万円の上限は変更しない。）

② 地域おこし協力隊員等の起業・事業承継に要する経費︓最終年次又は任期終了翌年の起業する者又は事業を引き継ぐ者１人あたり100万円上限
※ 令和３年度に限り、対象期間を最終年次又は任期終了２年以内へ延長

③ 地域おこし協力隊員の募集等に要する経費︓１団体あたり200万円上限
④ 「おためし地域おこし協力隊」に要する経費 ︓１団体あたり100万円上限
⑤ 「地域おこし協力隊インターン」に要する経費︓１団体あたり100万円上限（プログラム作成等に要する経費）、１人・１日あたり 1.2万円上限（活動に要する経費）
⑥ 任期終了後の隊員が定住するための空き家の改修に要する経費︓措置率０．５

◎都道府県が実施する地域おこし協力隊等を対象とする研修等に要する経費について、普通交付税措置（平成28年度から）
◎都道府県が実施する地域おこし協力隊員OB・OGを活用した現役隊員向けのサポート体制の整備に要する経費について、普通交付税措置（令和２年度から）

地域おこし協力隊導入の効果
～地域おこし協力隊・地域・地方公共団体の「三方よし」の取組～

地域おこし協力隊

地 域 地方公共団体

○自身の才能・能力を活かし
た活動

○理想とする暮らしや生き甲
斐発見

○斬新な視点
（ヨソモノ・ワカモノ）
○協力隊員の熱意と行動力が
地域に大きな刺激を与える

○行政ではできなかった
柔軟な地域おこし策

○住民が増えることによる
地域の活性化

任期終了後、約６割が同じ地域に定住
※R2.3末調査時点

隊員の約４割は女性 隊員の約７割が
20歳代と30歳代

地域おこし協力隊とは

隊員数、取組団体数の推移

地域おこし協力隊について

※総務省の「地域おこし協力隊推進要綱」に基づく隊員数
※平成26年度以降の隊員数は、名称を統一した「田舎で働き隊(農林水産省)」の隊員数（26年度︓118人、27年度︓174人、28年度︓112人、

29年度︓146人、30年度︓171人、令和元年度︓154人、令和２年度︓96人）と合わせたもの。カッコ内は、特別交付税算定ベース。

⇒ 令和６年度に8,000人を目標

資料１

令和３年度地域力創造施策について②令和３年度地域力創造施策について②
～地域おこし協力隊について～～地域おこし協力隊について～

総務省地域自立応援課課長補佐　菊地　信果夫総務省地域自立応援課課長補佐　菊地　信果夫

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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員
が
４
、
０
９
０
人
、
取
組
団
体
は
８
８

６
団
体
と
な
り
、
平
成
32
年
の
目
標
を
４

年
前
倒
し
で
達
成
し
た
。
そ
の
後
さ
ら
に
、

平
成
30
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０

１
８
」（
注
１
）
に
お
い
て
、
隊
員
数
を
「
６

年
後
に
８
千
人
」
と
す
る
目
標
が
掲
げ
ら

れ
、現
在
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

注
１
：�https://w

w
w
.kantei.go.jp/jp/singi/

sousei/info/pdf/h30-06-15-
kihonhousin2018hontai.pdf

３３　

取
組
の
現
状
等

　

取
組
の
現
状
等

令
和
６
年
度
に
８
千
人
の
目
標
に
向
け

て
は
、
①
募
集
数
の
拡
大
、
②
応
募
者
数

の
拡
大
、
③
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
防
止
と
い
う

３
本
柱
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
主
に

応
募
者
数
の
拡
大
に
向
け
た
制
度
の
拡
充

を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
資
料
２
）。

以
下
、
主
な
も
の
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
の
創
設

地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の
応
募
者
数
を

増
や
し
て
い
く
に
は
、
幅
広
い
周
知
に
よ

り
ま
ず
制
度
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
が
、
当
然
、
そ
の
次
の
段
階
と

し
て
実
際
に
協
力
隊
へ
応
募
す
る
べ
く
行

動
を
起
こ
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
方
へ
の
移
住
や
協
力

隊
に
「
淡
い
関
心
」
を
寄
せ
る
方
々
の
応

募
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
た
め
、令
和
元
年
度
か
ら
、

「
お
た
め
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
前

に
、
一
定
の
期
間
（
２
泊
３
日
以
上
）、

受
入
地
域
で
の
地
域
協
力
活
動
を
体
験

し
、
受
入
団
体
、
受
入
地
域
及
び
隊
員
と

の
事
前
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
仕
組
み
で

あ
る
。

こ
の
「
お
た
め
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

は
、
応
募
前
に
実
際
に
現
地
を
訪
れ
る
こ

と
が
で
き
る
点
で
応
募
者
、
受
入
自
治
体
・

地
域
双
方
に
と
っ
て
有
益
な
仕
組
み
で
あ

る
が
、
２
泊
３
日
程
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
る
団
体
が
多
い
こ
と
も
あ

り
、
隊
員
に
な
っ
た
後
の
生
活
を
よ
り
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
い
、
と
い
う
声
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。そ
こ
で
、日
々
、

ど
こ
に
住
み
、
ど
の
よ
う
に
通
勤
し
、
ど

の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
、
オ
フ
は
ど
の
よ

う
に
過
ご
す
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
実
地

に
体
験
で
き
る
よ
う
に
、「
お
た
め
し
」
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
け
れ
ど
も
、
一
足
飛
び

に
本
体
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
な
る
わ

け
で
も
な
い
、
そ
う
し
た
仕
組
み
と
し
て
、

今
年
度
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー

ン
」
を
創
設
し
た
（
資
料
３
）。

こ
れ
は
、
２
週
間
か
ら
３
か
月
の
間
、

参
加
者
に
、
実
際
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
行
う
活
動
に
従
事
し
て
も
ら
う
「
イ
ン

地域おこし協力隊インターンの創設
・「おためし地域おこし協力隊」（２泊３日程度）を実施しているが、
隊員としての実際の活動や生活がより具体的にイメージできるよう、
２週間～３か月、実際の地域おこし協力隊と同様の活動に従事してもらう
「地域おこし協力隊インターン」を新たに創設。

HOP︕
STEP︕

JUMP︕おためし
インターン

協力隊

★財政措置（特別交付税措置）
・インターンのプログラム作成等に要する経費 ︓１団体あたり 100万円上限
・協力隊インターン参加者の活動に要する経費︓１人・１日あたり 1.2万円上限

定住に向けた支援の強化
（１）任期後の住まい確保支援措置の創設 （２）起業支援の対象期間の拡大

海外在住者向けの地域要件緩和

・協力隊が活動する条件不利地域では賃貸物件も少なく、住まいが
定住する際のハードルとなっているとの声があるため、新たな支援を創設。

★財政措置（特別交付税措置）
・対象経費︓任期後の隊員が定住するための空き家の改修に要する経費
・措置率等︓措置率０．５（財政力補正なし）

・コロナの影響で資格取得が遅れ起業も遅れてしまうといった声がある。
そこで、令和３年度に限り、任期後の対象期間を１年→２年へ延長。

１年目 ２年目 ３年目
任期後
１年目

任期後
２年目

現行の対象期間
令和３年度に
限り対象期間

・現行、地域おこし協力隊員となるには、都市地域から転出することが要件となっているが、海外在住者が地域おこし協力隊員となる際
に、国内の都市地域に住民票を異動させずに、直接地域おこし協力隊着任できるよう、地域要件の見直しを行う。

地域おこし協力隊の強化

○ 地域おこし協力隊は、平成21年度の創設以降、年々隊員数が増加し、令和元年度では5,503人の隊員が全国1,071の団体
で活躍している。また、隊員OB・OGについても、引き続き地域で活躍されるなど地域活性化に大きく貢献している。こう
した取組をさらに展開するため、地域おこし協力隊の強化を行う。

資料２

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す
る
自
治

体
に
対
し
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に

要
す
る
経
費
に
つ
い
て
１
団
体
あ
た
り
１

０
０
万
円
を
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
参
加

者
の
活
動
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
１
人

１
日
あ
た
り
１
・
２
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
上

限
に
、
特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
「
活
動
に
要
す
る
経
費
」

に
つ
い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
に
要
す
る
経
費
の
積
算
を
参
考
に
、
イ

ン
タ
ー
ン
に
は
不
要
と
思
わ
れ
る
項
目
を

割
り
落
と
し
て
設
定
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
例
え
ば
宿
泊
場
所
の
用
意
等
に
係
る

経
費
は
含
ま
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
参
加
者

の
報
酬
水
準
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
最
低

賃
金
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
現
役
隊
員

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。

こ
れ
で
、「
お
た
め
し
」「
イ
ン
タ
ー
ン
」

「（
本
体
の
）
協
力
隊
」
と
い
う
、
い
わ
ば

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
の
施
策

が
揃
う
こ
と
と
な
っ
た
。「
お
た
め
し
」

や
「
イ
ン
タ
ー
ン
」
に
よ
り
、
地
方
へ
の

淡
い
関
心
を
寄
せ
る
方
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
方
に
、
協
力
隊

と
い
う
ツ
ー
ル
を
通
し
て
、
実
際
の
「
地

方
で
の
暮
ら
し
」
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
ひ
い
て
は
関
係
人
口

の
創
出
に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
は
、
地

域
活
性
化
や
地
域
振
興
に
興
味
を
も
ち
、

実
際
に
地
域
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行

う
学
生
も
増
え
て
き
て
お
り
、
大
学
の
研

究
活
動
に
そ
う
し
た
活
動
を
組
み
込
ん
で

い
る
研
究
室
も
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の

「
イ
ン
タ
ー
ン
」
を
活
用
し
、
学
生
が
休

暇
を
利
用
し
て
収
入
を
得
な
が
ら
地
域
お

こ
し
活
動
に
携
わ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

し
、
大
学
と
受
入
自
治
体
が
連
携
し
、
イ

ン
タ
ー
ン
で
の
地
域
協
力
活
動
を
ゼ
ミ
の

単
位
と
し
て
認
定
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も

可
能
で
あ
ろ
う
。各
団
体
に
お
か
れ
て
は
、

是
非
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

②
任
期
中
及
び
任
期
終
了
後
の
サ
ポ
ー
ト

隊
員
へ
応
募
す
る
に
際
し
て
は
、
任
期

中
及
び
任
期
終
了
後
の
定
住
に
向
け
、
ど

の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
の
か
、
と
い

う
点
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

任
期
中
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

の
主
催
す
る
研
修（
初
任
者
研
修
、ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修
）、
都
道
府
県
単
位
で
の

研
修
と
い
っ
た
各
種
の
研
修
の
ほ
か
、
総

務
省
が
開
設
・
運
営
す
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
に
よ
る
相
談
対
応

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

隊
員
任
期
終
了
後
の
動
向
に
つ
い
て

は
、
例
年
３
月
末
時
点
の
定
住
状
況
等
に

係
る
調
査
に
お
い
て
数
値
を
把
握
し
て
お

り
、
直
近
の
調
査
に
お
い
て
は
同
一
市
町

村
内
に
定
住
し
た
者
の
う
ち
４
割
弱
が

「
起
業
」
と
回
答
し
、
年
々
そ
の
割
合
が

増
加
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
起
業
以

○ 令和６年度に隊員数8,000人という目標に向け「応募者数の増加」が急務であるなか、令和元年度から「おためし地域
おこし協力隊」を実施しているが、隊員としての実際の活動や生活が具体的にイメージしにくいという意見も。そこで、
「おためし」と「本体」との間に、新たなメニューとして「地域おこし協力隊インターン」を創設し、応募者の裾野を拡大。

おためし地域おこし協力隊 地域おこし協力隊
★期間

★移住要件

★活動内容（例）

・主に２泊３日

・なし

・行政、受入地域等関係者との顔合わせ
・地域の案内、交流会
・地域協力活動の実地体験 等

★期間

★移住要件

★活動内容（例）

・１年～３年

・原則、都市地域から条件不利地域への移
住が必要

・地場産品の開発・販売等地域おこし支援
・農林水産業への従事
・住民の生活支援 等

地域おこし協力隊インターン←NEW︕
★期間 ★移住要件

★活動内容

・２週間～３か月 ・なし

・地域おこし協力隊と同様の地域協力活動に従事

★財政措置（特別交付税措置） ★財政措置（特別交付税措置）
・実施経費︓１団体あたり 100万円上限 ・募集経費︓１団体あたり 200万円上限

・活動経費等︓１人あたり 470万円上限

★財政措置（特別交付税措置）
・インターンのプログラム作成等に要する経費︓
１団体あたり 100万円上限
・協力隊インターン参加者の活動に要する経費︓
１人・１日あたり 1.2万円上限

⇒地方への移住に淡い関心を寄せる方や地域おこし
協力隊をあまり知らない方へアピール︕

⇒地域おこし協力隊への参加を具体的なイメージを
もって検討することが可能に︕

HOP︕
STEP︕

JUMP︕参考事例
・新潟県においては、「にいがたイナカレッジ」として、１か月（短期）～１年（長期）の「地域インターン」を
実施。短期（主に大学生）113名、長期（主に社会人）35名が参加（2012～2019年度、延べ数）
・「集落の若い人たちが集まりに出やすくなったと思います」、「なかなか腰が重くて取り掛かれなかったことが、
学生達が私たちの背中を後押ししてくれました」といった地域の声あり。

おためし
インターン

協力隊

地域おこし協力隊インターン資料３

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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外
で
は
就
業
（
就
職
）
が
４
割
強
で
ト
ッ

プ
、
就
農
・
就
林
等
が
１
割
強
で
続
い
て

お
り
、
こ
う
し
た
方
々
も
、
引
き
続
き
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
。

総
務
省
と
し
て
は
、
隊
員
の
「
起
業
・

事
業
承
継
に
要
す
る
経
費
」
に
対
し
、
１

人
あ
た
り
１
０
０
万
円
を
上
限
に
特
別
交

付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
従
前
、
対
象

と
す
る
「
起
業
の
期
間
」
に
つ
い
て
、
隊

員
と
し
て
の
最
終
年
次
及
び
任
期
終
了
後

１
年
間
の
２
年
間
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
起
業
の
た
め
に

必
要
な
資
格
取
得
が
遅
れ
た
、
師
匠
に
つ

い
て
１
年
間
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た

が
師
匠
も
仕
事
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
な
ど
の
要
因
で
起
業
が
遅
れ
て
し
ま

う
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
令

和
３
年
度
に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
、
対
象

と
す
る
「
起
業
の
期
間
」
を
、
最
終
年
次

及
び
任
期
終
了
後
の
２
年
間
と
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
任
期
終
了
後
の
隊
員
の
住
居

確
保
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
支
援
を
行
う

こ
と
と
し
た
。
隊
員
の
住
居
と
し
て
は
、

受
入
自
治
体
が
賃
貸
物
件
を
借
り
上
げ
た

う
え
で
隊
員
用
宿
舎
と
し
て
運
営
す
る
よ

う
な
場
合
が
あ
る
が
、
任
期
終
了
後
は
宿

舎
か
ら
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
に
適
当

な
物
件
が
な
い
た
め
に
住
居
の
確
保
に
苦

労
し
た
と
い
う
声
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
賃
貸
物
件
す
ら
な
い

よ
う
な
集
落
で
活
動
す
る
場
合
に
は
、
地

域
の
空
き
家
に
入
居
し
、
隊
員
と
し
て
の

活
動
の
合
間
を
縫
っ
て
自
ら
手
入
れ
を
し

て
住
居
と
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
も

中
々
の
負
担
と
な
る
。
そ
こ
で
、
今
年
度

か
ら
、
受
入
自
治
体
が
地
域
の
空
き
家
を

改
修
し
、
任
期
後
の
隊
員
の
住
居
と
す
る

際
、
そ
の
改
修
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て

特
別
交
付
税
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

都
市
部
か
ら
移
住
し
て
く
る
隊
員
に

と
っ
て
、
住
居
の
確
保
は
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
こ
う
し
た
手
当
て
を
予
め
し
て
お

く
こ
と
で
、
応
募
に
際
し
て
の
心
理
的
な

ハ
ー
ド
ル
を
少
し
で
も
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
お
け
る
空
き

家
の
利
活
用
も
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

４４　

お
わ
り
に

　

お
わ
り
に

紙
幅
の
関
係
上
、
本
稿
で
は
、
令
和
３

年
度
に
拡
充
し
た
地
方
財
政
措
置
の
内
容

の
紹
介
が
中
心
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
が
、
今
後
の
協
力
隊
制
度
の
充
実
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

上
述
の
よ
う
に
、
令
和
３
年
度
に
つ
い

て
は
、
協
力
隊
の
応
募
の
裾
野
を
拡
大
す

る
た
め
の
拡
充
に
主
に
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
募
集
・
応
募
の
状
況
を
見

る
と
、
一
部
の
募
集
案
件
に
多
く
の
応
募

が
集
中
し
、
多
数
の
応
募
者
か
ら
選
り
す

ぐ
っ
て
採
用
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

団
体
と
、
応
募
を
か
け
て
も
募
集
が
集
ま

ら
な
い
団
体
の
格
差
が
拡
大
し
て
き
て
い

る
。
後
者
の
よ
う
な
団
体
の
抱
え
る
課
題

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
大
ま
か
に
言
っ

て
、
①
協
力
隊
を
受
け
入
れ
る
素
地
が
き

ち
ん
と
で
き
て
い
る
か
、
②
適
切
な
募
集

案
件
が
組
成
さ
れ
て
い
る
か
、
③
募
集
案

件
を
「
狙
っ
た
層
へ
」「
よ
り
刺
さ
る
」

形
で
Ｐ
Ｒ
で
き
て
い
る
か
、
と
い
う
３
点

に
つ
い
て
改
善
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

①
に
つ
い
て
は
、
従
前
よ
り
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
主
体
的
か
つ
地

域
を
巻
き
込
ん
だ
形
で
受
け
入
れ
に
つ
い

て
議
論
し
、な
り
た
い
地
域
の
姿
・
ビ
ジ
ョ

ン
や
、
そ
こ
に
向
け
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ

る
。「
首
長
が
受
け
入
れ
た
い
と
言
っ
て

い
る
か
ら
（
予
算
が
つ
い
た
か
ら
）」、「
〇

〇
分
野
で
人
手
が
足
り
て
い
な
い
か
ら
」

と
い
っ
た
理
由
だ
け
で
は
、
中
々
円
滑
な

受
入
れ
は
難
し
い（
こ
の
辺
り
の
こ
と
は
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
れ
に
関
す

る
手
引
き
」（
注
２
）
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、

是
非
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
）。
②
に

つ
い
て
は
、
①
で
議
論
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
や

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
必
要
な
要
件
定
義
・
ペ
ル

ソ
ナ
設
定
を
行
っ
た
う
え
で
募
集
要
項
に

落
と
し
込
め
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
協
力
隊
担
当
課
（
企

画
・
地
域
振
興
系
）
と
協
力
隊
配
属
課
（
観

光
や
農
林
水
産
な
ど
現
業
系
）、
人
事
担

当
課
、
首
長
な
ど
、
協
力
隊
の
受
入
れ
に

関
わ
る
者
の
間
で
し
っ
か
り
と
議
論
を

し
、
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
も
必
要
と
な

る
。
こ
の
こ
と
は
、
隊
員
が
不
満
を
抱
い

た
際
に
責
任
を
も
っ
て
隊
員
に
向
き
合
う

体
制
づ
く
り
に
も
資
す
る
。
③
に
つ
い
て

は
、
例
え
ば
、
行
政
外
部
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
力
を
借
り
る
（
ラ
イ
タ
ー
や

映
像
制
作
者
に
委
託
す
る
）
こ
と
や
、
都

市
側
の
移
住
希
望
者
（
移
住
相
談
窓
口
に

訪
れ
た
者
等
）
を
適
切
に
協
力
隊
の
応
募

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

他
方
、
各
団
体
も
限
ら
れ
た
人
員
で

日
々
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、「
団
体
側
に
課
題
が
あ
る
」
こ
と

を
指
摘
し
て
突
き
放
す
だ
け
で
は
そ
の
解

決
に
は
な
ら
な
い
。
今
後
に
向
け
て
は
、

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
た
自
治
体

支
援
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。

注
２
：�https://w

w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_

content/000717675.pdf

（
担
当
者
）

　

�

総
務
省　

地
域
自
立
応
援
課

　
　

井
上
係
長　

城
戸
事
務
官　

　
　

岡
田
事
務
官　

池
﨑
事
務
官

（
連
絡
先
）

　

０
３

－

５
２
５
３

－

５
３
９
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現地レポート 町村独自のまちづくり

山
北
町
の
概
要

山
北
町
は
、
東
京
か
ら
西
へ
約
80
㎞
、
神

奈
川
県
の
西
部
に
位
置
し
、
県
内
で
唯
一
、

静
岡
県
と
山
梨
県
に
隣
接
す
る
県
境
の
町
で

す
。
総
面
積
は
２
２
４
・
61
㎢
、
横
浜
市
、

相
模
原
市
に
次
い
で
県
内
で
３
番
目
の
広
さ

を
有
し
、
そ
の
約
９
割
が
丹
沢
大
山
国
定
公

園
や
県
立
自
然
公
園
な
ど
を
含
む
山
岳
地
帯

で
、
四
季
折
々
に
表
情
を
変
え
る
西
丹
沢
の

や
ま
な
み
や
、
富
士
山
と
丹
沢
山
地
を
源
流

と
す
る
酒
匂
川
な
ど
の
清
流
に
囲
ま
れ
た
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

当
町
の
歴
史
は
古
く
、
南
北
朝
時
代
が
起

源
と
伝
え
ら
れ
る
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
「
山
北
の
お
峯
入
り
」
や
、
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財「
世
附
の
百
万
遍
念
仏
」、「
室

生
神
社
の
流
鏑
馬
」
な
ど
、
貴
重
な
民
俗
芸

能
が
伝
承
さ
れ
る
豊
か
な
歴
史
が
育
む
文
化

の
町
で
も
あ
り
ま
す
。

町
内
に
は
、
信
玄
公
の
隠
し
湯
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
「
中
川
温
泉
」
や
、
日
本
の
滝
百

選
「
洒
水
の
滝
」、
平
安
時
代
末
期
に
築
城

さ
れ
た
「
河
村
城
跡
」
な
ど
の
観
光
資
源
を

有
す
る
と
と
も
に
、
観
光
の
中
心
で
あ
る
丹

▲

山
北
の
お
峯
入
り　

共
和
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
。
５
年
ご
と
に
公
演
を
開
催
。

▲
�

丹
沢
湖　

昭
和
53
年
の
三
保
ダ
ム
建
設
に
伴

い
、
出
現
し
た
湖
。
近
年
で
は
釣
り
や
Ｓ
Ｕ
Ｐ

な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

現地レポート 町村独自のまちづくり

神奈川県

山北町
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「
み
ん
な
で
つ
く
る

「
み
ん
な
で
つ
く
る  

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気

な
ま
ち

な
ま
ち  

や
ま
き
た
」
の
実
現
に
向
け
て

や
ま
き
た
」
の
実
現
に
向
け
て

山や
ま

北き
た

町ま
ち

神
奈
川
県
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現地レポート 町村独自のまちづくり沢
湖
周
辺
で
は
、「
丹
沢
湖
花
火
大
会
」
を

は
じ
め
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
首
都
圏
の
観
光
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雄
大
な
山
々
と
深
い
森
か
ら
流
れ

出
る
豊
か
な
水
資
源
は
、町
が
誇
る
財
産
で
、

丹
沢
湖
は
神
奈
川
県
民
の
水
が
め
と
し
て
、

県
民
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
域

の
約
９
割
を
占
め
る
森
林
資
源
を
活
か
し
地

域
振
興
を
図
る
た
め
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
」
の
認
定
を
受
け
、
当
町
の
森
林
の
持
つ

癒
し
効
果
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
定
期

的
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
銘
茶
「
足
柄

茶
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
み
か
ん
や
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
な
ど
が
生
産
さ
れ
、
最
近
で
は
遊

休
農
地
を
活
用
し
た
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
２
０
２
３
年

度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
山
北
町
第
５
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
計
画
で
は
、

町
の
将
来
像
を
「
み
ん
な
で
つ
く
る 

魅
力

あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち 

や
ま
き
た
」
と
定

め
、「
町
民
力
・
地
域
力
を
発
揮
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
若
者
定
住
・
子
育
て
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
２
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
優
先
的
に
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
関
連
す
る
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

自
治
会
活
動
へ
の
支
援

当
町
で
は
、
平
成
25
年
４
月
に
制
定
し
た

「
山
北
町
自
治
基
本
条
例
」に
基
づ
き
、町
民
、

町
、
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
対
等
な
立
場
で
協
働

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

条
例
に
お
い
て
、
自
治
会
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

的
な
役
割
を
担
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
で
は
町
内
54
の
自
治
会
に
対
し
て
、

防
災
資
機
材
や
活
動
拠
点
と
な
る
集
会
所
の

整
備
助
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

特
に
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
自
治
会
の

行
う
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
中

止
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
自
治
会
活

動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に
「
自
治

会
活
動
活
性
化
応
援
助
成
金
」
を
創
設
し
ま

し
た
。
こ
の
助
成
金
は
、
町
内
に
あ
る
６
つ

の
連
合
自
治
会
に
対
し
て
、
自
治
会
活
動
の

活
性
化
に
資
す
る
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
基
本
額
１
０
０
万
円
に
１

世
帯
に
つ
き
１
、
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金

額
を
助
成
金
と
し
て
交
付
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
停
滞
し
た
自
治
会
活
動

が
、
こ
の
助
成
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
活
性

化
し
、
一
日
も
早
く
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
再

開
さ
れ
る
環
境
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う 

ま
ち
づ
く
り
」
の
開
催

毎
年
、
地
域
の
課
題
や
そ
の
解
決
の
方
向

を
見
出
す
た
め
に
、
町
内
７
会
場
で
座
談
会

を
開
催
し
、
地
域
の
方
々
と
直
接
、
顔
を
合

わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
と
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
有
の
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
最
近
で
は
ど
こ
の
地
域
に
お
い

▲
�

室
生
神
社
の
流
鏑
馬　

山
北
地
区
の
室
生
神

社
で
は
毎
年
11
月
３
日
に
例
大
祭
の
神
事
と

し
て
流
鏑
馬
を
行
っ
て
い
る
。

▲
�

森
林
セ
ラ
ピ
ー　

山
北
町
で
は
町
域
の
９
割

を
占
め
る
森
林
資
源
を
活
用
し
て
健
康
増
進

と
疾
病
予
防
を
目
指
し
て
森
林
セ
ラ
ピ
ー（
森

林
浴
）
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

▲
�

座
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り
」
町

内
の
各
地
区
で
実
施
し
て
い
る
。
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て
も
「
防
災
対
策
」
と
「
鳥
獣
被
害
対
策
」

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
町
行
政
と

町
民
と
で
熱
い
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た

機
会
に
町
民
と
町
と
で
し
っ
か
り
と
情
報
共

有
し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
提
案
を
町

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
残
念
な
が

ら
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
に

つ
い
て
は
、
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
講

じ
た
中
で
、
何
と
か
開
催
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
地
域
づ
く
り
委
員
会
」
の 

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

当
町
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行

う
地
域
づ
く
り
委
員
会
が
、
町
内
４
地
区
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
委
員
会

は
、
自
治
会
と
は
別
組
織
で
、
自
分
の
住
む

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
自
ら

考
え
、
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
組
織
で
あ

り
、
町
か
ら
も
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
取
組
と

し
て
は
、丹
沢
湖
周
辺
へ
の
も
み
じ
の
植
栽
、

ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
合
っ
た

事
業
を
進
め
て
お
り
、
地
域
づ
く
り
委
員
会

の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
近
隣
大
学
の
先
生

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
き
、
４
地
区
の

代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
運
営
委
員
会
の
中

で
、
各
地
区
の
取
組
の
検
証
や
情
報
交
換
を

行
い
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
議
論
し
て
い
ま
す
。

「
鉄
道
の
ま
ち
」
と
し
て
の
誇
り

「
山
北
駅
」
は
、
明
治
22
年
に
東
海
道
本

線
が
開
通
し
た
際
、
箱
根
越
え
の
要
衝
と
し

て
発
展
し
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
最
盛
期

に
は
、
駅
関
係
職
員
が
６
０
０
人
を
超
え
、

「
鉄
道
の
ま
ち
」
と
し
て
大
変
栄
え
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
山
北
駅
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
鉄
道
関
係
の
貴
重
な
品
々
は
、
駅
舎
に

隣
接
し
た
「
鉄
道
資
料
館
」
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

山
北
駅
は
、
乗
降
客
数
の
減
少
を
理
由
に

平
成
24
年
３
月
に
無
人
化
と
な
り
ま
し
た

が
、「
山
北
駅
を
無
人
駅
に
し
て
は
な
ら
な

い
。」
と
い
う
町
民
の
強
い
思
い
も
あ
り
、

同
年
５
月
か
ら
町
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
鉄
道
関
係
Ｏ

Ｂ
の
協
力
を
得
て
切
符
販
売
員
を
配
置
し
、

乗
車
券
の
簡
易
委
託
販
売
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
無
人
化
と
な
っ
た
山
北
駅
舎
を
活
用
し

た
こ
の
取
組
に
よ
り
、
山
北
駅
は
町
民
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
、
駅
周

辺
の
活
性
化
に
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
山
北
駅
に
隣
接
す
る
山
北
鉄
道
公

園
に
は
、
昭
和
43
年
ま
で
御
殿
場
線
で
活
躍

し
て
い
た
蒸
気
機
関
車
「
Ｄ
５
２
―
７
０
号

機
」
が
静
態
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
町

で
は
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
、

平
成
28
年
３
月
に
圧
縮
空
気
を
動
力
源
と
し

て
、
48
年
ぶ
り
に
動
態
化
さ
せ
ま
し
た
。

全
国
に
７
両
現
存
す
る
Ｄ
５
２
の
う
ち
、

走
行
可
能
な
も
の
は
当
町
の
Ｄ
５
２
の
み
で

あ
る
た
め
、「
動
く
Ｄ
５
２
」
が
見
ら
れ
る

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
、
各
地
か
ら
鉄
道

フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
一
般

の
方
に
Ｄ
５
２
の
乗
車
体
験
を
し
て
も
ら
う

こ
と
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
現
状
12
ｍ
の

軌
道
を
30
ｍ
に
延
長
す
る
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

観
光
の
中
心
と
な
る
丹
沢
湖

昭
和
53
年
、
当
町
の
象
徴
的
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
丹
沢
湖
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
湖
は
人
造
湖
で
あ
り
な
が
ら
も
、
周
囲

の
自
然
環
境
と
調
和
し
た
美
し
い
風
景
を
特

徴
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
８
月
に
は
水

▲
�

Ｄ
５
２
７
０
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
で
ご
に
ぃ
と
で
ご
み
ぃ
」　

Ｄ
５
２
７
０
の

復
活
と
同
時
に
お
披
露
目
に
な
っ
た
で
ご
に

ぃ
と
、
令
和
元
年
に
お
披
露
目
に
な
っ
た
で

ご
に
ぃ
の
妹
の
で
ご
み
ぃ
。

▲
�

切
符
販
売　

平
成
24
年
に
無

人
駅
に
な
っ
た
が
、
同
年
よ

り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
切
符
販
売

を
実
施
し
て
い
る
。

▲
�

Ｄ
５
２
７
０　

山
北
鉄
道
公
園
に
静
態
保
存
さ
れ
て
い
た
、
Ｓ
Ｌ

が
平
成
28
年
に
復
活
し
た
。
日
本
で
唯
一
自
走
す
る
Ｄ
52
。
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中
花
火
や
打
ち
上
げ
花
火
が
湖
面
を
彩
る

「
丹
沢
湖
花
火
大
会
」、
11
月
に
は
山
北
名
物

猪
鍋
を
味
わ
え
る
「
西
丹
沢
も
み
じ
祭
り
」、

湖
畔
の
紅
葉
が
見
頃
と
な
る
時
期
に
開
催
さ

れ
る
「
丹
沢
湖
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
な

ど
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
丹
沢
湖
の
湖
面
を
活
か
し
た
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
の

体
験
も
で
き
、
毎
年
、
７
月
に
は
色
と
り
ど

り
の
カ
ヌ
ー
が
湖
を
彩
る
「
カ
ヌ
ー
マ
ラ
ソ

ン
Ｉ
Ｎ
丹
沢
湖
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
選

手
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。
特
に
近
年

で
は
、
ボ
ー
ト
の
上
に
立
ち
パ
ド
ル
で
漕
い

で
水
面
を
進
む
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ

プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ト
）」
競
技
者
も
増
え
て
い

ま
す
。
昨
年
度
、
丹
沢
湖
で
Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
よ
り

多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

湖
畔
に
更
衣
室
付
き
艇
庫
「
Ｓ
ｕ
ｐ 

Ｓ
ｔ
ａ 

丹
沢
湖
」
を
建
設
す
る
な
ど
、
若
者
を
呼
び

込
む
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

定
住
総
合
対
策
事
業
の
推
進

当
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と

い
う
深
刻
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成

21
年
度
に
近
隣
自
治
体
に
先
駆
け
、
定
住
対

策
に
特
化
し
た
部
署
「
定
住
対
策
室
（
現
在

は
定
住
対
策
課
）」
を
新
設
し
ま
し
た
。
定

住
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
宅
環
境
の
整

備
、
子
育
て
支
援
、
企
業
誘
致
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、
各
課
で
推
進
す
べ
き
事
業
を

位
置
付
け
た
「
山
北
町
定
住
総
合
対
策
事
業

大
綱
」
を
策
定
し
、
庁
内
関
係
課
で
構
成
さ

れ
る
推
進
会
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所

管
課
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
効
果
検
証

を
行
い
、
事
業
の
見
直
し
や
新
規
事
業
の
実

施
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
事
業
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
を
支
援
す
る
「
出
産
祝

い
金
」、「
紙
お
む
つ
支
給
」、「
小
児
医
療
費

助
成
」、
ま
た
、
住
ま
い
づ
く
り
を
応
援
す

る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」、「
新
築
祝
い
金
」、「
空

き
家
活
用
助
成
金
」、
さ
ら
に
は
当
町
で
の

田
舎
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
「
お
試
し
住
宅

事
業
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
定
住
対
策
に
つ
い
て
は
、
当
初
か

ら
若
者
・
子
育
て
世
代
が
住
み
た
く
な
る
環

境
づ
く
り
に
軸
足
を
置
い
て
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、平
成
26
年
３
月
に
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
山
北
駅
北
側
定
住
促
進

住
宅
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
」
が
完
成
し
、

子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
に
一
定
の
効
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
、
令
和
４

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
東
山
北
駅
周
辺
に

お
い
て
、「
サ
ン
ラ
イ
ズ
や
ま
き
た
」
と
は

別
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る

若
者
・
子
育
て
世
代
向
け
の
住
宅
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ 

整
備
事
業
の
推
進

平
成
26
年
８
月
、
新
東
名
高
速
道
路
（
仮

称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
事
業
化
が
決
定

し
ま
し
た
。
当
町
に
は
東
名
高
速
道
路
の
Ｉ

Ｃ
が
無
く
、
新
東
名
高
速
道
路
に
お
い
て
も

Ｉ
Ｃ
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
国
・
県
な
ど
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
長
年
に
わ
た
り
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
実

現
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
き
た
こ
と

が
、
よ
う
や
く
実
を
結
び
ま
し
た
。
運
用
形

態
は
、
東
京
方
面
乗
り
降
り
限
定
の
ハ
ー
フ

Ｉ
Ｃ
で
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
が
飛

躍
的
に
向
上
し
、
観
光
交
流
人
口
の
増
加
や

企
業
活
動
の
活
性
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。（

仮
称
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
新
東

名
高
速
道
路
が
全
線
開
通
す
る
令
和
５
年
度

末
に
供
用
開
始
さ
れ
る
た
め
、
現
在
、
町
で

は
周
辺
観
光
施
設
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
新

た
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
特
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
近
く
に
設
置

さ
れ
て
い
る
「
道
の
駅
山
北
」
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
供
用
開
始
後
に
は
利
用
者
が

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
県
に

対
し
て
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
町
の
新
た
な
玄
関
口
と
な
る
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
の
完
成
が
待
ち
遠
し
い
と
思
う
反
面
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
活
か
し
た
周
辺
地
域
の
活

性
化
に
資
す
る
取
組
を
加
速
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

当
町
の
活
力
の
原
点
は
地
域
に
あ
り
、
地

域
が
元
気
に
な
る
こ
と
で
、
ま
ち
全
体
が
元

気
に
な
り
ま
す
。
行
政
は
町
民
の
提
案
や
要

望
な
ど
に
耳
を
傾
け
、
協
働
で
よ
り
良
い
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
当

町
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
昔
か
ら
そ
こ

に
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
つ
つ
、
新
し
い
動

き
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
「
み
ん
な
で
つ
く

る　

魅
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち　

や
ま
き

た
」
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

 

山
北
町
長　

湯
川　

裕
司

▲�

カ
ヌ
ー
マ
ラ
ソ
ン　

毎
年
夏
に
丹
沢
湖
で
開

催
さ
れ
る
カ
ヌ
ー
を
使
っ
た
競
技
大
会
。
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◎「
新
・
湯
治
」
の
効
果
測
定
調
査
結
果
を
発

表

－

環
境
省

　

環
境
省
は
８
月
２
日
、
全
国
「
新
・
湯
治
」
効

果
測
定
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
同
省
は
、

２
0
1
7
年
に
作
成
し
た
「
新
・
湯
治
推
進
プ
ラ

ン
」で
温
泉
法
の
規
制
か
ら「
温
泉
地
の
活
性
化
」

に
転
換
し
、
①
「
チ
ー
ム
新
・
湯
治
」
活
動
の
展

開
②
全
国
「
新
・
湯
治
」
効
果
測
定
調
査
③
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
策
の
推
進

－

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

今
回
、
効
果
測
定
調
査
の
３
か
年
結
果
を
ま
と
め

た
も
の
で
、「
温
泉
地
滞
在
後
に
心
身
に
良
い
変

化
」「
湯
に
つ
か
る
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ル
フ
や
登

山
、
温
泉
地
で
の
周
辺
観
光
・
食
べ
歩
き
、
エ
ス

テ
な
ど
が
心
身
変
化
に
関
連
」「
日
帰
り
や
年
間
を

通
し
た
温
泉
訪
問
で
も
心
身
に
良
い
影
響
」
な
ど

が
確
認
さ
れ
た
。
同
省
は
、
こ
の
結
果
を
全
国
発

信
し
温
泉
地
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
る
。

　

一
方
、
総
務
省
は
7
月
30
日
、
２
0
２
0
年
度

の
ふ
る
さ
と
納
税
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
受
入

額
は
6
、
7
２
5
億
円
（
前
年
度
比
38
％
増
）、
受

入
件
数
は
3
、4
８
9
万
件
（
同
50
％
増
）
で
、と

も
に
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
ま
た
、
21
年
度
課
税

の
控
除
額
は
4
、
３
1
1
億
円
（
同
24
％
増
）、
控

除
適
用
者
数
は
5
5
２
万
人
（
同
34
％
増
）
だ
っ

た
。
受
入
額
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
宮
崎
県
都
城

市
の
1
３
5
億
円
、
以
下
、
北
海
道
紋
別
市

1
３
4
億
円
、
同
根
室
市
1
２
5
億
円
、
同
白
糠

町
97
億
円
、宮
崎
県
都
農
町
83
億
円
な
ど
。
一
方
、

控
除
額
は
横
浜
市
1
7
7
億
円
を
ト
ッ
プ
に
大
都

市
で
控
除
額
が
大
き
い
。

◎
住
民
基
本
台
帳
人
口
が
12
年
連
続
の
減
少

－
総
務
省

　

総
務
省
は
８
月
4
日
、
住
民
基
本
台
帳
人
口

（
２
0
２
1
年
1
月
1
日
現
在
）を
発
表
し
た
。
日

本
人
住
民
は
1
億
2
、
３
８
4
万
2
、
7
0
1
人

で
、
前
年
よ
り
42
万
8
、
6
1
7
人
（
0
・
34
％
）

減
少
し
た
。
12
年
連
続
の
減
少
。
ま
た
、
外
国
人

住
民
は
２
８
1
万
1
、5
4
３
人
で
、同
5
万
5
、

1
7
２
人
（
1
・
92
％
）
減
と
7
年
ぶ
り
に
減
少

に
転
じ
た
。
な
お
、
日
本
人
の
出
生
者
数
は

84
万
3
、
３
２
1
人
で
調
査
開
始
（
1
9
7
9
年

度
）
以
降
最
少
を
更
新
。
自
然
増
減
数
は

53
万
6
0
８
人
の
自
然
減
で
13
年
連
続
し
て
拡
大

し
た
。

　

都
道
府
県
別
（
日
本
人
）
で
は
、
増
加
は
東
京

都
（
３
万
9
、4
9
３
人
増
）
の
ほ
か
神
奈
川
県
、

沖
縄
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
の
5
都
県
で
、
北
海

道
（
3
万
5
、4
２
８
人
減
）
な
ど
42
道
府
県
で
減

少
し
た
。
ま
た
、
市
区
部
人
口
は
1
億
1
、

３
３
３
万
7
7
1
人
（
構
成
比
91
・
5
％
）、
町
村

部
人
口
は
1
、0
5
1
万
1
、9
３
0
人
（
同
8
・

5
％
）
で
、
前
年
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
0
・
28
％
、
1
・

06
％
減
少
。
市
区
で
は
6
6
２
団
体
（
81
％
）、町

村
で
は
８
３
6
団
体
（
90
％
）
で
減
少
し
た
。
町

村
で
は
、
人
口
は
広
島
県
府
中
町
が
5
万
1
、

4
4
5
人
で
最
も
多
く
、
人
口
増
加
数
は
熊
本
県

菊
陽
町
5
5
6
人
増
、
増
加
率
は
鹿
児
島
県
三
島

村
4
・
96
％
増
で
最
も
高
い
。
逆
に
、
人
口
減
少

は
北
海
道
八
雲
町
6
1
7
人
減
が
最
も
多
く
、
減

少
率
は
熊
本
県
球
磨
村
6
・
06
％
減
が
最
も
高

か
っ
た
。

◎
盛
土
の
災
害
防
止
対
策
検
討
へ
省
庁
連
絡

会
議

－

政
府

　

政
府
は
８
月
10
日
、
盛
土
の
災
害
防
止
の
た
め

の
関
係
府
省
連
絡
会
議
を
発
足
さ
せ
た
。
熱
海
市

の
土
石
流
災
害
を
受
け
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

上
流
域
等
の
盛
土
や
大
規
模
盛
土
造
成
地
を
年
内

に
点
検
。
そ
の
上
で
、
土
地
利
用
規
制
な
ど
必
要

な
対
応
策
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
は

８
月
24
日
、
洪
水
・
土
砂
災
害
の
予
報
の
在
り
方

で
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
市
町
村
の
防
災
対
応
や

住
民
避
難
の
予
報
に
つ
い
て
「
単
一
の
発
信
元
か

ら
の
責
任
と
一
貫
性
を
有
す
る
提
供
（
シ
ン
グ
ル

ボ
イ
ス
）」
を
提
言
し
た
。

　

一
方
、
政
府
の
流
域
治
水
推
進
関
係
省
庁
実
務

者
会
議
は
7
月
30
日
、
流
域
治
水
推
進
行
動
計
画

を
決
め
た
。
気
候
変
動
の
影
響
を
踏
ま
え
①
治
水

計
画
・
設
計
基
準
の
見
直
し
②
流
域
全
体
を
俯
瞰

し
た
多
層
的
対
策
③
防
災
・
減
災
の
社
会
に
向
け

た
仕
組
み
づ
く
り

－

を
進
め
る
。
今
後
5
年
間
を

目
標
に
、
河
川
整
備
計
画
を
20
水
系
・
海
岸
保
全

基
本
計
画
を
39
都
道
府
県
で
見
直
す
ほ
か
、
２
級

水
系
で
も
ダ
ム
の
事
前
放
流
を
実
施
。
さ
ら
に
、

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」に
取
り
組
む
水
田
面
積
を
約
３
倍

以
上
に
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
を
9
0
0

市
町
村
、
森
林
整
備
や
治
山
ダ
ム
に
よ
る
流
木
発

生
の
抑
制
な
ど
を
実
施
。
さ
ら
に
、
雨
水
出
水
浸

水
想
定
区
域
図
の
作
成
（
約
８
0
0
団
体
）
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
。

◎
小
中
学
校
の
「
地
域
一
斉
の
臨
時
休
業
は

避
け
る
べ
き
」
と
要
請

－

文
部
科
学
省

　

文
部
科
学
省
は
８
月
20
日
、
小
中
学
校
等
の
新

学
期
に
向
け
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
徹
底
を
各
都
道
府
県
等
に
通
知
し
た
。
デ
ル

タ
株
の
感
染
者
急
増
で
児
童
生
徒
等
の
増
加
も
懸

念
さ
れ
る
が
、「
地
域
一
斉
の
臨
時
休
業
は
避
け
る

べ
き
だ
」
と
し
、
改
め
て
学
校
で
の
留
意
事
項
等

を
要
請
。
ま
た
、
８
月
27
日
に
は
児
童
生
徒
・
教

職
員
が
感
染
し
た
場
合
の
出
席
停
止
・
臨
時
休
業

の
判
断
な
ど
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
登
校
で
き
な

い
児
童
生
徒
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
学
習
も
示
し
た
。

　

一
方
、
厚
生
労
働
省
は
7
月
30
日
、
２
0
２
1

年
版
厚
生
労
働
白
書
を
公
表
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
社
会
保
障
を
テ
ー
マ
に
解

説
。
昨
年
か
ら
「
女
性
」「
宿
泊
・
飲
食
業
」「
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
」
等
で
雇
用
者
が
減
少
し
た
ほ

か
、
自
粛
生
活
で
高
齢
者
の
交
流
機
会
減
少
と
認

知
機
能
の
低
下
も
増
加
。
女
性
と
若
者
で
自
殺
者

や
家
庭
内
で
の
Ｄ
Ｖ
も
増
え
る
一
方
、
出
生
数
減

少
も
懸
念
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
医
療
・
福
祉

現
場
で
は
検
診
・
健
診
の
受
診
率
低
下
と
医
業
利

益
の
減
少
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
も
大
幅
に
減

少
。
さ
ら
に
、
感
染
者
増
加
で
病
床
占
有
率
も
上

昇
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
床
確
保
策
が
取
り
組
ま
れ
た

と
し
た
。
そ
の
上
で
、
白
書
は
感
染
拡
大
で
顕
在

化
し
た
社
会
的
危
機
に
対
応
す
べ
き
課
題
に
①
多

様
な
働
き
方
を
支
え
る
②
孤
独
・
孤
立
を
防
ぐ
支

え
あ
い
③
性
差
の
な
い
社
会
づ
く
り
④
社
会
保
障

の
デ
ジ
タ
ル
化
⑤
危
機
に
強
い
医
療
・
福
祉
現
場

－

を
挙
げ
た
。

◎
2
0
2
2
年
度
概
算
要
求
で
地
方
交
付
税

は
前
年
度
比
0
・
4
％
増
を
要
求

－

総
務
省

　

総
務
省
は
８
月
31
日
、
２
0
２
２
年
度
の
予
算

概
算
要
求
を
発
表
し
た
。
総
額
は
、前
年
度
比
1
、

1
1
5
億
円（
0
・
7
％
）減
の
16
兆
4
、８
３
7
億

円
、
う
ち
地
方
交
付
税
（
交
付
ベ
ー
ス
）
は
同

6
２
３
億
円（
0
・
4
％
）増
の
17
兆
5
、0
0
８
億

円
を
計
上
。
併
せ
て
22
年
度
も
4
・
5
兆
円
の
財

源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
交
付
税
率
の
引
上
げ

を
事
項
要
求
し
た
。
自
治
体
Ｄ
Ｘ
加
速
の
一
環
と

し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
・
利
活
用
促
進

に
1
、２
３
0
億
円
（
前
年
度
1
、0
5
5
億
円
）

計
上
、
新
規
に
全
国
の
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

実
施
等
0
・
9
億
円
も
要
求
。
ま
た
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
強
化
等
に
6
・
5
億
円
（
同
3
・
5
億

円
）、
新
規
に
地
域
活
性
化
起
業
人
の
推
進
0
・

2
億
円
を
計
上
。
こ
の
ほ
か
、
骨
太
の
方
針

２
0
２
1
に
盛
り
込
ま
れ
た
感
染
症
を
踏
ま
え
た

国
と
地
方
の
連
携
推
進
・
新
た
な
役
割
分
担
の

推
進
経
費
に
1
億
円
（
同
0
・
6
億
円
）
も
計
上

し
た
。

　

一
方
、
総
務
省
は
８
月
３
日
、
２
0
２
1
年
度

普
通
交
付
税
大
綱
を
閣
議
報
告
し
た
。
総
額
は
前

年
度
比
5
・
1
％
増
の
16
兆
3
、9
２
1
億
円
で
、

う
ち
市
町
村
分
は
7
兆
4
、6
4
5
億
円
（
同
5
・

2
％
増
）。「
地
域
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
」
や
感

染
症
対
応
業
務
に
従
事
す
る
保
健
師
の
強
化
経
費

等
を
措
置
し
た
。
ま
た
、
不
交
付
団
体
は
東
京
都

と
53
市
町
村（
前
年
度
75
市
町
村
）。
不
交
付
団
体

か
ら
交
付
団
体
に
移
っ
た
の
は
、宮
城
県
女
川
町
、

福
井
県
お
お
い
町
、滋
賀
県
竜
王
町
な
ど
24
団
体
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田　

正
夫
）
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発生予測の難しい「線状降水帯」予防的な避難指示等の発令がカギ
近年、自然災害が増加し、本年も大雨による土砂災害や風水害等、全国各地で甚大な被害が発生
しています。中でも、近年頻発する集中豪雨のほとんどは「線状降水帯」の発生によるものとされ
ており、地球温暖化の影響により海に囲まれている日本では今後も発生頻度が多くなると予想されて
います。気象庁では６月から線状降水帯の有無を知らせる気象情報として「顕著な大雨に関する情報」
を発表していますが、線状降水帯の発生予測は難しいとされており、住民の生命・身体の保護を図
るためには、「できるだけ早期に避難指示等の発令」や「予防的な避難指示等の発令」が必要です。
災害が発生し、避難指示等を発令したものの災害救助法が適用されなかった場合、かかる費用は
すべて町村の負担となります。自然災害の増加に伴い多くの避難指示等の発令がされていますが、
現状、発令の９割以上（令和２年度末時点過去６年間）が災害救助法の適用に至っておらず、ほと
んどの災害においてかかる費用が町村の負担となっています。

本保険加入で「空振りをおそれない避難指示等の発令」「財政負担軽減」を
災害時に避難指示等を発令しても、大きな被害が生じず「空振り」に終わってしまうリスクや、
空振りが続くことによる住民の避難率の低下、避難所の開設等にかかる財政的負担等、様々な要因
により自治体が発令を躊躇してしまうケースがあります。しかし、内閣府は「空振りをおそれず避
難指示等を発令」することを推奨しており、自然災害が毎年のように発生する現状では、今後ます
ます発令数が増加していくことが考えられます。
災害対策費用保険制度は、自然災害またはそのおそれが発生し、町村等が避難指示、高齢者等避
難を発令したことにより、応急救助を行うために発生する町村負担の費用の一部を保険金として支
払う保険制度です。（ただし、災害救助法の適用を受けた災害を除きます。）保険料は普通交付税措
置されていますので、町村の財政負担を軽減しつつ住民の命を守る一助として、ぜひこの保険制度
をご活用ください。

できるだけ早期の避難指示等の発令が住民の命を守りますできるだけ早期の避難指示等の発令が住民の命を守ります
全国町村会「災害対策費用保険制度」をご活用ください全国町村会「災害対策費用保険制度」をご活用ください

・�制度発足から4年間で1,018件、約9億
円の保険金をお支払い
・�避難勧告・避難指示（※）１回あたり平
均140万円をお支払い

（※）令和3年5月20日より「避難指示」に一本化

保険金支払実績
大雨による避難勧告等の事例

概要／平成 30 年度発生（九州）
平成30年７月豪雨により、大雨警報が発令されたた
め、「避難準備・高齢者等避難開始」を発令した。
その後雨が強くなり、大雨特別警報が発令されたた
め、「避難勧告」を発令した。約２日間発令し、避
難所を14か所開設し、職員247名が対応し、約300名
が避難した。

毛布のレンタル代約６万円、備蓄食料代約10万
円、飲料水代３万円、職員の超過勤務手当約
900万円の合計約920万円の費用が発生。Bプラ
ンでの加入だったため、一事故支払限度額の
300万円の保険金が支払われた。

保険金支払
補償内容等の詳細は「町村.com」掲載の
手引きをご覧ください。
（https://www.zck.or.jp/choson/）

加入の申し込み、お問い合わせはお近く
の都道府県町村会までご連絡ください。
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随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3173号

昭
和
32
年
7
月
に
小
菅
村
の
小
さ
な
農

家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
曾
祖
母
を
筆

頭
に
、
病
気
療
養
中
の
祖
父
母
、
両
親
と

い
う
家
族
構
成
の
中
で
幼
少
期
を
過
ご
し

ま
し
た
。

そ
の
頃
家
は
養
蚕
や
炭
焼
き
、
ワ
サ
ビ

栽
培
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
頃
の
私
は
、
養
蚕
の
時
期
に
な

る
と
、
桑
の
葉
取
り
や
蚕
拾
い
の
手
伝
い

を
行
い
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
夜
、
蚕
が
ざ
わ
ざ
わ

と
桑
の
葉
を
食
べ
る
音
が
怖
く
て
な
か
な

か
眠
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
中
学
生
に
な
る
と
休
み
の
日
に

は
、
持
山
に
父
母
と
弟
と
４
人
で
行
き
、

杉
や
ヒ
ノ
キ
の
枝
打
ち
や
下
草
刈
を
手
伝

い
ま
し
た
。
大
変
な
仕
事
か
ら
早
く
解
放

さ
れ
た
く
て
、
作
業
範
囲
を
父
に
決
め
て

も
ら
い
休
む
暇
も
惜
し
ん
で
終
わ
ら
せ
る

と
、
ま
だ
帰
る
に
は
早
い
か
ら
と
結
局
日

没
ま
で
手
伝
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
父

に
は
不
満
も
ぶ
つ
け
ら
れ
ず
嫌
々
作
業
を

続
け
た
こ
と
で
山
を
嫌
い
に
な
り
か
け
た

あ
る
日
、
父
に
言
わ
れ
枝
打
ち
を
し
た
個

所
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
ま
で
鬱
蒼

と
し
て
い
た
山
が
一
変
し
、
眼
前
に
広
が

る
す
が
す
が
し
い
光
景
に
達
成
感
と
大
き

な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

中
学
を
卒
業
す
る
と
、
高
校
へ
は
家
か

ら
通
学
で
き
ず
16
歳
に
し
て
下
宿
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
最
初
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

に
な
り
涙
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
新
し
い
生
活
に
慣
れ
る
と
帰
省
す

る
の
も
忘
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
に
夢
中

に
な
り
高
校
生
活
を
謳
歌
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
裏
で
は
、
貧
し
い
家
庭
で
仕

送
り
が
大
変
だ
っ
た
ろ
う
に
、
こ
ん
な
私

の
た
め
に
何
も
言
わ
ず
仕
送
り
を
し
て
く

れ
た
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て

い
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。時

は
流
れ
、
昭
和
52
年
4
月
に
小
菅
村

役
場
に
採
用
さ
れ
教
育
委
員
会
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
。
当
時
の
教
育
委
員
会
は
、

教
育
長
は
非
常
勤
、
次
長
は
病
気
で
休
み

が
ち
、
先
輩
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
で

席
を
外
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
中
、
１
年

生
の
私
に
与
え
ら
れ
た
最
初
の
仕
事
が

「
中
央
公
民
館
建
設
」
で
し
た
。
こ
れ
は
、

村
に
と
っ
て
も
大
き
な
公
共
事
業
で
右
も

左
も
分
か
ら
な
い
私
に
と
っ
て
は
い
き
な

り
の
大
仕
事
で
、
補
助
金
申
請
？
実
績
報

告
？
何
も
か
も
１
か
ら
勉
強
で
し
た
。
そ

し
て
、
大
変
な
苦
労
の
中
、
諸
先
輩
方
の

ご
指
導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

何
と
か
完
成
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
苦
い
思
い
出
の
公
務
員
生

活
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
人
生
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
平

成
7
年
に
日
本
の
過
疎
地
域
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
「
山
間
過
疎
・
地
域
リ
ー
ダ
ー

国
際
研
究
事
業
」
制
度
へ
の
参
加
で
、
全

国
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
の
研
修
生

8
名
や
塾
長
の
東
京
大
学
名
誉
教
授
大
森

彌
先
生
、
法
政
大
学
名
誉
教
授
岡
㟢
昌
之

先
生
と
の
出
会
い
で
し
た
。こ
の
研
修
は
、

1
週
間
の
国
内
で
の
研
修
後
、
ア
メ
リ
カ

オ
レ
ゴ
ン
班
と
ス
イ
ス
山
岳
支
援
セ
ン

タ
ー
班
に
分
か
れ
、
約
10
日
間
、
国
際
的

な
過
疎
地
域
の
現
状
や
政
策
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
ス
イ
ス
班
を
希

望
し
景
観
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
政
策

の
１
つ
で
あ
る
農
家
へ
の
直
接
支
援
制
度

の
仕
組
作
り
や
、
観
光
政
策
へ
の
国
・
州
・

自
治
体
の
役
割
等
を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、

自
主
自
立
を
目
指
し
奮
闘
し
て
い
る
小
さ

な
自
治
体
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

翌
年
、
今
度
は
オ
レ
ゴ
ン
州
へ
の
研
修

の
話
が
あ
り
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
研
修
に

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
自
ら
休
暇
を
取
り
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
レ
ゴ
ン

で
は
、
ヒ
バ
ー
ト
教
授
に
ご
案
内
し
て
い

た
だ
き
、
州
へ
自
治
体
が
地
域
の
実
情
を

も
と
に
事
業
計
画
を
行
い
事
業
化
で
き
る

仕
組
み
や
オ
レ
ゴ
ン
大
学
の
地
域
連
携
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。こ
の
経
験
こ
そ
が
、

今
日
の
私
の
原
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
人
生
は
1
度
き
り
」
と
の
思

い
で
、
平
成
22
年
12
月
長
年
お
世
話
に

な
っ
た
小
菅
村
役
場
を
早
期
退
職
し
ま
し

た
。農

業
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
過
ご
す
中
、
何

か
大
き
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
気

持
ち
が
芽
生
え
、
村
長
選
へ
立
候
補
し
幸

運
に
も
当
選
。
平
成
24
年
6
月
か
ら
村
長

と
し
て
の
務
め
が
始
ま
り
、
現
在
3
期
目

に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
多
く
の
皆
様
と
の
出
会
が
あ
り

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
政

策
に
も
反
映
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。「
60
歳
を
過
ぎ
た
ら
地
域
へ

恩
返
し
」を
モ
ッ
ト
ー
に
任
期
を
全
う
し
、

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
一
助
と
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
、
改
め
て
こ
の
「
随
想
」

を
執
筆
す
る
に
当
た
り
幼
少
期
か
ら
の
こ

と
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

随  想

　舩
ふな

木
き

　直
なお

美
よし

山梨県町村会長・小
こ

菅
すげ

村長　

わが人生に感謝
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